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｢校正｣ と ｢校閲｣ どちらも印刷や出版で使われる専門用
語だが、その意味や役割には大きな違いがある。簡潔に言
うと、｢校正｣ は文章の誤字・脱字、英語のスペルミスな
ど誤表記を正す作業のこと。｢校閲｣ は社会通念に照らし
たり、事実関係を調べ、誤っている内容を見つけ、それを
正す作業のことだ。会員から投稿された原稿を分かり易く
読み易い文章にもする。最近はパソコンやスマホで簡単に
事実関係を検索できるので作業が早く、楽になった。気に
なる語句や疑問があると時間を忘れネット上を彷徨い夜
中、朝になることも。ふと我に返り、作業を済ませ、各委
員にメールを送る。10分もしないうちに返信があり、ビッ
クリすることもある。編集会議で決まったことを自宅で作
業することが多い。これでいいんかい？私たちも若くはな
い。しっかり睡眠は取ろう！                           石井　修

　社会人になり立ての頃、「仕事と作業の違
い」を散々叩き込まれた。要は仕事は無から
価値を生み出すことで、作業は決められた手
順で誰がやっても同じ結果になること。仕事
にはマニュアルを作成できないが、作業では
マニュアルが重要である。芸術家と職人の違
いと比較しながら、日々改良を繰り返す作業
は仕事に近い。まあ、こんなところである。
　能書は脇に置いて、今、している編集は果
たして、仕事なのか作業なのかと常々思って
いる。マンネリ感の中で、「どうにかしなけ
れば」と、やきもきしながら喘いでいるだけ
で何年経っても自分で納得できる答えが見つ
からない。問題は山積している。広報紙とし
ての役割、地域や会員の情報、バランスのと
れた面割、投稿の掘り起こし・・・等々。ど
れもこれも満足しているわけでは無いが、締
切日には毎号それなりに体裁を調えている。
何はともあれ、広報委員会のひとつだけ良い
ところを挙げるとすれば、採用されるされな
いは別として「忖度なく異論を自由に言え
る」ことである。                  太刀川　和男

　パソコンが少しできるということ
で、広報委員会に誘われました。長
年、英語を教えることと、教材編
集の仕事を孤独にやっていました
が、シルバーでは、広報委員会や保
育、ココフレンドの仕事を通して仲
間がたくさんできました！
　私は特に女性会員の投稿原稿を読
むのが大好きです。男性とは絶対に
視点と感性が違う感じがするからで
す。現在のゆうゆう通信は文字量が
多すぎるのが欠点だと思います。視
力が落ちてきて新聞を読むのもつらい。

尾形　三津子

広報委員会　令和4年度事業計画
　公益社団法人の広報誌としての役
割を理解し、地域に貢献できる団体
としてSC事業の広報啓発活動に取
り組む
◆ゆうゆう通信の企画・編集・発行
（ゆうゆう通信112、113、114、115号）

会員の目線に立って、視覚的に読
み易く、「面白い」広報誌を目指す

＊ＳＣ事務局からのお知らせ等の情報
発信の充実

＊各委員会や地域班活動を、積極的
な取材を通じて会員の声を取り入れ、
現状の問題点・課題を掘り下げる

＊ＳＣ活性化、会員の意識・モチベー
ションの向上になるような誌面づ
くり。特に女性会員に興味を持っ
てもらえる記事づくり

＊会員が投稿し易い誌面づくり
＊QRコード読み取りにより他サイ

トに展開できるようにする

　広報委員会という立派な名称がありながら、実質的な活
動は「ゆうゆう通信編集部」であることが明白だと感じた
のは何時の事だっただろうか。センターに入会してすぐに
「編集会議に出てね」と云われ、訳も分からず首を突っ込
んでから、早８年の時が過ぎている。毎回の作業は曾て幾
多の経験をしてきた事でもあり、何の抵抗もなくスムース
に流しては行く。時に口角泡を飛ばす激論を楽しむ事もあ
る。得手なところは鼻歌混じりで毎回完了している。
　今や、齢80を過ぎ、力仕事をすると息切れがし、緊張を
持続する事が難しく、自分勝手な時間配分にすっかりなじ
んでしまったこの身にとっては、編集会議に集合という限
られた時は、十分に至福の時間だと思えてくる。などと云
いながら、カメラ片手に飛び歩き、パソコンに向かいキー
ボードをたたいていると、時の過ぎる事を忘れてしまう自
分がいる。但し、編集長からの割り当てが増えないように、
余計な口出しはしないよう心掛けている。こんな広報委員
がいていいんかい？                                    吉田　紀生

　印刷された冊子やパンフレットな
どは、やがて一部を除いて捨てられ
る運命にある。中には一瞥を受けた
だけでページもめくられずにゴミ箱
へ直行させられるケースもあるだろう。
　わが「ゆうゆう通信」は、そんな
冊子にはなりたくない、という一心
で老体に鞭打ち、毎号編集製作に奮
闘している。
　中を開き読んでくれているだろう
光景を頭に浮かべ、そう信じて記事
を集め、執筆し、ページを編んでいる。
　一つの記事だけでも、面白かった
よ、またお願いします、と声をかけら
れることもあるが、その言葉が何よ
りも疲労回復剤になっている。

大島　直次

▼
広
報
委
員
会
▲

こ
れ
で
い・
・
・
・
・

い
ん
か
い
！

委員会報告
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向かって左から篠原、五十嵐、大沢、加納

担当の田中省三さん

新
・
職
場
探
訪

新
・
職
場
探
訪

新
座
市
SC
作
業
場
内
職
班

（
株
）エ
ム
テ
ィ
エ
ス
担
当

　

ＳＣ
事
務
局
へ
行
く
と
北
側
の

会
議
室
脇
に
作
業
場
が
あ
り
、

興
味
津
々
で
覗
く
と
10
名
余
り

の
女
性
会
員
が
お
揃
い
の
エ
プ

ロ
ン
姿
で
働
い
て
い
ま
す
。
今

回
は
そ
の
中
で
五
十
嵐
千
恵
さ

ん
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
チ
ー
ム

を
取
材
し
ま
し
た
。
篠
原
照
美

さ
ん
、
大
沢
早
苗
さ
ん
、
加
納

喜
美
江
さ
ん
、
柳
原
京
子
さ
ん

（
取
材
時
休
み
）、
以
上
5
名

の
内
職
班
で
す
。

　

現
在
は（
株
）エ
ム
テ
ィ
エ
ス

か
ら
の
仕
事
を
担
当
、
主
に
大

手
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
の
商
品
箱

の
組
み
立
て
で
す
。

　
内
職
班
の
こ
と
を

　
　
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

就
業
時
間
は
午
前
９
時
か
ら

夕
方
４
時
ま
で
。
就
業
は
ラ
ジ

オ
体
操
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
真

剣
に
取
組
む
と
結
構
負
荷
が
掛

か
る
の
で
安
全
操
業
に
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
作
業
は
根
気
の
い

る
も
の
で
、
紙
は
刃
物
に
早
変

わ
り
す
る
事
が
あ
る
の
で
怪
我

に
は
充
分
注
意
が
必
要
で
す
。

　

報
酬
は
時
給
算
出
で
は
無
く

全
体
の
出
来
高
を
頭
割
り
で
算

出
し
て
決
ま
り
ま
す
。
こ
の
方

式
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
中
で
こ
こ
だ
け
で
す
。
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
は
特
に
無
く
、
私

用
の
あ
る
時
は
随
時
休
み
ま
す
。

　
ベ
テ
ラ
ン
リ
ー
ダ
ー

　
　
　
と
そ
の
仲
間
た
ち

 

11
年
目
の
五
十
嵐
さ
ん
の
趣

味
は
音
楽
鑑
賞
と
ド
ラ
イ
ブ
。

今
は
遠
出
を
し
な
い
。
健
康
と

ス
ト
レ
ス
解
消
の
た
め｢

セ
ン

タ
ー
ま
で
は
車
で
15
分
位

の
道
程
を
40
分
掛
け
て
徒

歩
で
行
く
こ
と
も
あ
る
﹂

と
い
う
。
仕
事
に
は
精
通

し
て
お
り
、
頼
り
が
い
が

あ
る
リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

篠
原
さ
ん
は
雨
で
も
カ

ッ
パ
を
着
て
自
転
車
で
通

う
。｢

運
動
は
苦
手
﹂
と

お
っ
し
ゃ
る
が
、
運
動
量

は
充
分
足
り
て
い
ま
す
。

読
書
と
写
真
が
趣
味
。
頭

の
体
操
も
充
分
。

　

大
沢
さ
ん
は
、
休
日
に

は
と
に
か
く
歩
く
。｢

読

書
は
ジ
ャ
ン
ル
を
選
ば
な

い
乱
読｣

と
。
手
毬
作
成

の
趣
味
も
。

　

加
納
さ
ん
の
趣
味
は
な
ん
と

書
道
と
琴
。
そ
も
そ
も
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た

の
は
、｢

友
人
か
ら
日
帰
り
旅

行
に
行
こ
う
と
誘
わ
れ
た
か

ら
﹂
だ
と
か
。

　

共
通
し
て
お
っ
し
ゃ
る
こ
と

は
、｢

お
金
だ
け
で
は
な
く
働

く
こ
と
で
生
活
の
リ
ズ
ム
が
出

来
、
健
康
と
老
化
防
止
に
役
立

つ
﹂
と
。

　
環
境
に
配
慮
し
た

　
　
　
　
企
業
を
目
指
す

　

（株）
エ
ム
テ
ィ
エ
ス
は
１
９
９

７
年
に
創
業
し
、
２
０
２
１
年

に
朝
霞
市
泉
水
か
ら
新
座
市
大

和
田
に
本
社
と
し
て
移
転
し
て

来
ま
し
た
。
単
に
モ
ノ
を
運
ぶ

だ
け
で
な
く
保
管
か
ら
出
荷
ま

で
、
例
え
ば
医
療
品
の
場
合
そ

の
特
徴
に
合
わ
せ
た
設
備
や
ノ

ウ
ハ
ウ
が
必
要
に
な
る
。

　

薬
品
や
化
粧
品
等
温
度
・
湿

度
・
防
塵
・
防
虫
に
対
応
し
た

保
管
・
作
業
の
為
の
ク
リ
ー
ン

ル
ー
ム
。
梱
包
材
で
は
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
を
発
生
さ
せ
な
い
モ
ノ

を
使
用
す
る
等
々
で
す
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
キ
ッ
ド
、
マ
ス
ク
セ
ッ

ト
、
コ
ロ
ナ
自
宅
待
機
支
援
物

資
等
の
ア
ソ
ー
ト
等
で
業
績
は

上
が
っ
て
お
り
、
現
在
、
パ
ー

ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
を
合
わ
せ
て

50
数
名
が
働
い
て
い
ま
す
。

　
定
年
退
職
後
も
現
役

　

製
造
部
の
田
中
省
三
さ
ん
が

ＳＣ
担
当
で
す
。
昨
年
定
年
を
迎

え
た
が
、
現
在
延
長
中
。
見
た

目
は
本
当
に
お
若
い
。
福
岡
生

ま
れ
で
、
日
体
大
の
体
育
会
系
、

実
直
・
誠
実
の
言
葉
が
そ
の
ま

ま
当
て
は
ま
り
そ
う
。
仕
事
に

は
常
に
正
面
か
ら
向
き
合
い
、

関
わ
っ
た
得
意
先
に
は
必
ず
顔

を
出
す
そ
う
で
す
。

　

｢

ＳＣ
と
の
仕
事
の
お
付
き
合

い
は
、
最
初
の
１
回
だ
け
不
良

品
が
で
た
が
、
そ
の
後
は
全
く

な
い
。
今
は
要
求
に
全
て
応
え

て
貰
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
あ
れ

も
縁
だ
っ
た
と
思
う
﹂

　

｢

顧
客
か
ら
の
依
頼
は
断
ら

な
い
。
受
け
た
後
に
ど
う
す
る

か
を
み
ん
な
で
考
え
る
。
信
用

第
一
が
、
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
で

あ
り
、
私
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ

る
﹂と
熱
く
語
る
。︵
太
刀
川
︶
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一
読
、
十
笑
、
百
吸
、
千
字
、
万
歩
。

こ
ん
な
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
「
い
ち
ど
く
・
じ
ゅ
っ
し
ょ
う
・
ひ

ゃ
っ
き
ゅ
う
・
せ
ん
じ
・
ま
ん
ぽ
」
と

読
み
ま
す
。

　

診
療
所
や
病
院
の
待
合
室
に
掲
示
さ

れ
て
い
た
日
医
ニ
ュ
ー
ス
﹁
健
康
ぷ
ら

ざ　

高
齢
者
の
健
康
法
﹂
で
ご
覧
に
な

っ
た
方
も
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
お
馴
染
み
の
石
川

恭
三
先
生
︵
杏
林
大
学
名
誉
教
授
・
医

師
︶
が
心
身
と
も
に
健
康
で
長
生
き
す

る
た
め
の
コ
ツ
を
分
か
り
易
く
ま
と
め

た
も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
一
読
】
一
日
に
一
度
は
ま
と

ま
っ
た
文
章
を
読
も
う

　

新
聞
・
雑
誌
・
本
、
な
ん
で
も
好
き

な
も
の
を
選
ん
で
文
章
を
読
む
こ
と
で

認
知
機
能
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

【
十
笑
】
一
日
に
十
回
く
ら
い

笑
お
う

　

笑
う
頻
度
が
少
な
い
人
ほ
ど
認
知
機

能
の
低
下
リ
ス
ク
が
大
き
い
の
で
す
。

【
百
吸
】
一
日
に
百
回
く
ら
い

深
呼
吸

　

肺
の
機
能
が
高
ま
り
、
自
律
神
経
が

安
定
し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
ち
ま

す
。

【
千
字
】
一
日
に
千
字
く
ら
い
は

文
字
を
書
こ
う

　

文
字
を
書
く
こ
と
は
認
知
機
能
を
高

め
ま
す
。
日
記
を
つ
け
る
、
手
紙
を
書

く
、
メ
モ
を
と
る
等
、
こ
ま
め
に
文
字

を
書
く
こ
と
で
す
。
で
き
る
だ
け
漢
字

を
使
っ
て
書
く
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
万
歩
】
一
日
に
一
万
歩
を

目
指
し
て
歩
こ
う

　

歩
く
こ
と
が
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
予
防
・
治
療
に
効
果
的
で
あ
り
、
記

憶
力
を
高
め
、
認
知
症
の
予
防
に
有
効

で
あ
る
こ
と
は
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
日
の
時
間
の
流
れ
の
中
で
﹁
今
日

は
何
を
し
て
、
何
を
し
て
い
な
い
か
﹂

を
チ
エ
ッ
ク
す
る
た
め
に
、﹁
一
読
・

十
笑
・
百
吸
・
千
字
・
万
歩
﹂
を
口
の

中
で
唱
え
て
み
て
、
何
か
や
り
残
し
て

い
る
も
の
が
あ
れ
ば
、
ま
ず
、
そ
れ
を

片
付
け
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

石
川
先
生
は
そ
う
お
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
私
の
健
康
法

　

こ
の
５
つ
の
す
す
め
を
自
分
な
り
に

ア
レ
ン
ジ
し
て
実
行
し
て
い
ま
す
。

（
一
読
）
毎
朝
、
新
聞
に
ザ
ッ
と
目
を

通
し
、
一
面
の
コ
ラ
ム
や
社
説
は
必
読
。

周
囲
に
誰
も
い
な
け
れ
ば
音
読
し
ま
す
。

（
十
笑
）
腹
の
底
か
ら
笑
う
と
心
も
体

も
元
気
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

し
か
し
、
日
常
大
笑
い
す
る
こ
と
が
少

な
い
。
T
V
番
組
で
も
若
手
芸
人
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
笑
う
こ
と
は
滅
多
に

な
く
、
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
う
の
は
綾
小
路
き

み
ま
ろ
の
Ｃ
Ｄ
を
聞
く
時
ぐ
ら
い
。
私

に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
思
い
、
最
近

は
（
十
会
）
に
変
え
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
一
日
十
人
に
会
い
、
マ
ス
ク
は
し

て
も
笑
顔
で
話
す
。
挨
拶
は
自
分
か
ら

積
極
的
に
と
心
掛
け
て
い
ま
す
。

（
百
吸
）
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
時
に
深
呼
吸

を
し
ま
す
。
ど
こ
で
も
で
き
る
の
で
、

一
度
に
や
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
千
字
）
日
記
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た

が
三
日
坊
主
。
現
在
ま
で
ず
っ
と
続
け

て
い
る
の
は
﹁
漢
字
ナ
ン
ク
ロ
﹂
で
す
。

（
万
歩
）
10
年
前
、
メ
タ
ボ
対
策
に
一

念
発
起
し
て
食
事
療
法
と
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
開
始
。
最
初
は
４
千
歩
ぐ
ら
い
か

ら
始
め
、
毎
月
＋
千
歩
。
体
重
は
80
㎏

台
か
ら
20
㎏
減
に
。
調
子
に
乗
っ
て
毎

日
１
万
５
千
歩
は
歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
﹁
や
っ
て
は
い
け
な
い
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
﹂
と
い
う
本
に
、
１
万
歩

以
上
歩
い
て
も
意
味
が
無
く
、
歩
き
過

ぎ
は
逆
に
免
疫
力
が
低
下
す
る
と
著
者

の
青
栁
幸
利 

先
生
は
書
い
て
い
ま
す
。

15
年
以
上
に
わ
た
る
身
体
活
動
と
病
気

予
防
の
調
査
・
中
之
条
研
究
で
得
ら
れ

た
結
果
な
の
で
重
み
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
１
日
の
合
計
が
速
歩
20
分
を
含
め

８
千
歩
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
一
、
十
、
百
、
千
、
万
の
お
し
え

　

埼
玉
県
久
喜
市
ゆ
か
り
の
漢
学
者
・

中
島
撫
山
の
教
え
の
一
つ
。
幕
末
か
ら

明
治
期
に
活
躍
し
た
人
で
、﹁
山
月
記
﹂

を
書
い
た
中
島
敦
の
祖
父
と
し
て
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
の
健
康
法

一•

十•

百•

千•

万
の
す
す
め

健康ニュース
番外編

大和田 5丁目
石 井　修
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次回は「印象に残った朝ドラは？」をテーマに大募集します。楽しく、異論・暴論・呆言をお寄せください。

♫人生想い出の一曲♪

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp

▶「星に祈りを」◀
　「夜空の星」という青春歌を懸命に覚えたのは、昭
和38年の夏。熊本玉名でのインカレ出場のため、夕刻
東京駅発の夜行列車に乗車。出場学生で列車は満席。
約18時間の長旅に幸運にも出場女子大生と同席。彼女
達が暇に任せて歌い始め、周りを男子学生が取り巻き、
まるで歌声喫茶。一晩かけて覚えた歌だ。ラジオにも
流れていない無名の曲。卒業後 2 ～ 3 年、黒沢久雄
とブロードサイド・フォーが ｢星に祈りを｣ としてヒ
ットした。「♭夜空の～星に祈り～をささぐ…」チョ
ットずつ記憶と異なっていた。蛇足ながらその時の彼
女とは半年程のお付合いだった。

（蛇足の恋歌　東北男80歳）

▶知っていた曲は for  you だけ◀
　50代になって初めて化粧品工場のパートに出た。金
曜日になると、決まって同僚からカラオケのお誘いが。
それまで専業主婦だった私には、カラオケなんぞ無縁
の世界だった。が、毎回断るわけにもいかず、課長以
下20数名、しぶしぶ連れていかれた。当時知っていた
曲といえば、高橋真理子のfor you １曲のみ。なんと
か唄ってみたところ、これが大うけ!! これをきっかけ
にマイクで唄う快感にめざめた私は、次から次へと覚
えてはレパートリーを広げ、カラオケ大好き人間に変
貌！ 80歳近くになっても、時々一人カラオケでJpop
を熱唱する昨今です。

（ポップになった女　大和田79歳）

▶「阿修羅のごとく」のテーマ曲◀
　1979年から80年にかけて放映されたNHK土曜ドラマ
｢阿修羅のごとく｣ のテーマ曲が耳に残っている。向

田邦子原作で、加藤春子、八千草薫、佐分利信、緒形
拳といった豪華配役陣で話題をさらった。演出の和田
勉がオスマン帝国の軍隊行進曲をテーマ音楽に選んだ
のが驚きだった。何かが起こりそうな予感の中で聞い
ていると次第に体の中から勇気が湧いて来たものだ。
前年の夏の終わりに長女が生まれ、心境一転、仕事に
も充実したものを感じていた頃だった。トリッキーと
もいえる心理劇の通底音楽として人の心を妙に奮い立
　たせる。当時の私も背中を押されていたのだと思う。

（六本の手で押し出された男　野火止75歳）

▶母の唄の記憶「北上夜曲」◀
　散歩の途中、近くの公園でストレッチをしていると、
美しい澄んだ声で懐かしい歌が背後からが聞こえてき
た。♪匂いやさしい白百合の…と「北上夜曲」だ。振
り向くと、白髪のご婦人が孫をブランコに乗せて歌っ
ている。歌詞の１番から６番までフルコーラスだ。
｢よくご存じですね｣ と声をかけた。にっこり微笑ん

で ｢故郷の歌ですから｣ ｢えっ、岩手ですか？｣ ｢黒
沢尻です｣ ｢私の母は大船渡です｣ 話がはずんだ。昔、
母が話してくれた。｢多摩幸子とマヒナスターズの歌
よ。戦前の殺伐とした時代なのに美しいメロディよ
ね」と。記憶にある母の歌は子守歌でなく唯一この曲
だけだ。        （孫とナツメロで競う男　大和田70歳）

▶ ｢祇園小唄｣ が取り持つ縁◀
　中学の修学旅行は定番の京都・奈良。バスガイドが
めちゃ可愛かったので男子生徒は大騒ぎ。最初に歌っ
た曲が♬月は朧に東山…だらりの帯よ～の『祇園小唄』
だった。京都らしいこの歌だけは今もはっきり記憶の
中にある。ある初夏のこと、寄居町の鮎料理で有名な
割烹旅館K亭で得意先との酒宴の席を設けた。聞けば
ここは ｢祇園小唄｣ ｢君恋し｣ を作曲した佐々紅華の
私邸だったという。得意先の方がフランク永井の大フ
ァン。修学旅行も京都。祇園小唄もその時聞いたそう
だ。話も弾み、酒宴も大いに盛り上がった。後はお決
まりのカラオケ。その方とは今も年賀状の付き合いが
続く。                             （合縁奇縁　馬場69歳男）

▶ハローメリールウ（リッキー・ネルソン）◀
　　　かつて池袋には「ドラム」と「キサス」の 2 軒
のジャズ喫茶があった。A面のドラム、B面のキサス、
そんなイメージがあった。ちょっと裏手の方にあっ
た「キサス」からは当時流行っていた「ハローメリ
ールウ」が四六時中流れていた。店近くまで行くと唄
い出しが「ハローメリ～」で始まる曲が「ハヤク♪ア
ガッテ♪コイ」と聞こえ、階段を胸高なる思いで昇っ
て行った。
　数年前より家人から記憶力の悪さをいつも指摘され
るが、この「ハローメリールウ」を聞くと、当時の記
憶が鮮明に蘇るのである。60年前高校生の夢多き頃の
思い出の1曲。      （まだまだ夢多き喜寿　野火止男）
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カ
メ
ラ
片
手
に
ぶ
ら
ぶ
ら
歩

き
と
称
し
「
新
座
再
発
見
」
を

テ
ー
マ
に
新
座
の
色
々
を
取
り

上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

新
企
画
と
し
て
、
独
特
の
タ

ッ
チ
で
新
座
の
民
話
に
ま
つ
わ

る
絵
を
描
い
て
、
永
年
紹
介
し

て
こ
ら
れ
た
新
座
ＳＣ
会
員
で
も

あ
る
瀧
島
浩
二
さ
ん
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
ま
す　

民
話
の
絵
に

馴
染
み
が
あ
る
方
は
多
い
と
思

い
ま
す
。
昭
和
20
年
代
後
半
の

「
郷
愁
と
や
す
ら
ぎ
に
満
ち

た
」
新
座
の
原
風
景
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
に
描
き
た
め
て
こ
ら

れ
た
作
品
を
拝
見
し
た
際
に

は
『
エ
ッ
！
田
ん
ぼ
が
こ
ん
な

に
あ
っ
た
の
？
』『
そ
う
そ
う
。

ベ
ー
ゴ
マ
の
床
作
り
は
独
特

だ
っ
た
よ
ね
』「
木
登
り
、
お

し
く
ら
ま
ん
じ
ゅ
う
、
石
け
り
、

五
寸
釘
の
ぶ
っ
と
し
…
」
懐
か

し
く
て
、
ぐ
っ
と
き
ま
し
た
。

　

変
化
を
楽
し
む
と
い
う
よ
り
、

ほ
っ
と
し
て
い
た
だ
け
る
頁
で

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
！

待
ち
望
ん
で
い
た
魚
釣
り
！

　

長
く
て
寒
い
冬
が
過
ぎ
て
幾

ら
か
春
め
い
て
来
る
と
、
無
性

に
川
へ
遊
び
に
行
き
く
な
っ
た

も
の
だ
。

　

仲
間
と
釣
り
の
約
束
を
し
た

と
き
は
、
学
校
が
終
わ
っ
て
家

に
着
け
ば
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
縁

側
に
放
り
投
げ
、
釣
り
道
具
を

持
ち
出
し
て
仲
間
と
待
ち
合
わ

せ
た
場
所
に
一
目
散
。
野
良
仕

事
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
る
か

ら
そ
う
し
た
の
で
あ
る
。
田
ん

ぼ
の
中
を
蛇
行
し
て
ゆ
っ
た
り

と
流
れ
る
大
川
︵
黒
目
川
の
こ

と
︶
は
片
山
村
で
一
番
大
き
な

川
。
途
中
の
蓮
華
が
咲
い
て
い

る
田
圃
が
待
ち
合
わ
せ
の
場
だ
。

　

手
前
の
川
は
馬
喰
橋
か
ら
分

水
し
た
用
水
路
で
奥
が
黒
目
川

本
流
。
曲
が
っ
て
い
る
所
が
小

僧
の
淵
で
、
そ
の
奥
が
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
あ
た
り
。

　

今
で
は
田
圃
は
全
て
埋
め
立

て
ら
れ
家
が
建
ち
並
び
黒
目
川

も
河
川
改
修
さ
れ
て
直
線
的
に

な
っ
て
し
ま
い
当
時
の
面
影
は

全
く
な
い
。

搔
い
掘
り
つ
く
っ
て

　

魚
を
手
づ
か
み
に

　

僕
等
の
子
供
の
頃
に
し
た
魚

の
取
り
方
で
最
も
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は｢

搔
い
掘
り｣

だ
。

こ
れ
は
川
を
堰
き
止
め
て
流
れ

を
止
め
手
掴
み
で
魚
を
と
る
方

法
だ
。

　

所
々
の
水
溜
り
に
沢
山
の
魚

が
群
が
り
そ
こ
を
手
掴
み
す
る

の
だ
か
ら
魚
を
掴
め
た
時
の
感 

触
が
た
ま
ら
な
い
。
然
し
、
搔

い
掘
り
が
で
き
る
時
季
は
限
定

的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
枯
れ

枝
で
作
っ
た
杭
に
田
ん
ぼ
の
土

を
練
り
込
ん
で
堰
を
作
る
。
そ

の
為
に
土
の
確
保
が
絶
対
条
件

だ
か
ら
だ
。

　

そ
の
時
季
は
田
越
し
と
云
っ

て
田
植
え
の
準
備
が
始
ま
っ
た

こ
ろ
な
の
で
あ
る
。
馬
鍬
で
掘

り
起
こ
し
た
田
の
土
は
大
き
い

固
ま
り
と
な
っ
て
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と

い
く
ら
で
も
あ
る
。
時
に
は
川

の
土
手
を
足
で
崩
し
て
使
っ
た

り
も
し
た
が
、
こ
れ
が
ま
た
草

の
根
が
絡
ま
っ
た
強
い
土
で
、

強
固
な
堰
を
作
る
の
に
大
変
役

に
た
っ
た
。

　

田
圃
の
地
主
さ
ん
か
ら
す
れ

ば
こ
の
魚
と
り
、
田
の
土
を
川

に
投
げ
込
む
も
の
だ
か
ら
大
変

な
迷
惑
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。

見
つ
か
っ
て
よ
く
追
い
か
け
ら

れ
た
も
の
だ
。
片
山
小
学
校
の

直
ぐ
南
側
を
流
れ
る
中
沢
川
の

想
い
出
で
あ
る
。
そ
の
小
川
も

今
は
暗
渠
と
な
っ
て
し
ま
い
、

川
が
そ
こ
に
あ
る
こ
と
さ
え
も

分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。

好
き
な
女
の
子
に

　

蓮
華
の
首
飾
り
を

　

私
ら
の
片
山
村
に
は
黒
目
川

︵
通
称
大
川
︶
と
中
沢
川
︵
通

称
川・
と
呼
ん
で
い
た
︶
の
二
本

の
川
が
流
れ
て
い
た
。

　

黒
目
川
の
川
幅
は
お
よ
そ
五

メ
ー
ト
ル
位
あ
る
だ
ろ
う
か
、

野
火
止
台
地
が
黒
目
川
の
手
前

ま
で
押
し
寄
せ
て
い
る
そ
の
山

す
そ
に
張
り
付
く
よ
う
に
蛇
行

し
な
が
ら
滔
々
と
流
れ
て
い
る
。

川
底
に
は
水
草
が
揺
ら
ぎ
、
遡

上
す
る
魚
が
見
え
る
。

　

釣
り
が
主
で
川
に
入
っ
て
遊

ぶ
事
は
な
い
。
入
る
と
川
底
か

ら
泥
が
舞
い
あ
が
り
泳
ぐ
に
は

と
て
も
不
向
き
だ
し
、
足
が
潜

っ
て
本
当
の
深
さ
が
解
ら
な
い

の
で
危
険
だ
か
ら
だ
。

　

そ
の
点
、
中
沢
川
は
用
水
の

よ
う
な
川
と
は
い
え
、
多
種
の

魚
や
昆
虫
が
棲
息
し
て
お
り
、

低
学
年
か
ら
安
全
に
遊
べ
る
小

川
な
の
で
川
遊
び
と
い
え
ば
中

沢
川
だ
っ
た
。

　

当
時
は
川
に
面
し
て
田
圃
が

広
が
り
、
そ
の
う
ち
水
は
け
の

新
座
再
発
見
　
瀧
島
浩
二

振
り
向
け
ば
昭
和
（
春
編
）
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よ
い
田
圃
に
は
必
ず
と
言
っ
て

い
い
ほ
ど
田
植
前
ま
で
の
一
時

期
で
は
あ
る
が
、
蓮
華
や
菜
の

花
が
咲
き
乱
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
上
流
に
団
地
が
で
き

る
と
生
活
排
水
が
流
れ
込
み
た

ち
ま
ち
川
の
水
質
が
悪
化
し
、

稲
作
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
た
め
に
地
主
さ
ん

は
仕
方
な
く
田
圃
を
手
放
し
た

の
だ
。

　

こ
う
し
て
我
が
町
の
都
市
化

は
田
圃
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
今

で
は
見
渡
す
限
り
家
が
立
ち
並

ん
で
い
る
。
二
本
の
川
も
大
規

模
な
河
川
改
修
で
当
時
の
面
影

は
微
塵
も
な
い
。

　

ゆ
っ
た
り
と
時
が
流
れ
て
い

た
当
時
の
農
村
を
知
っ
て
い
る

私
に
は｢

あ
の
頃
の
自
然
を
返

し
て
ほ
し
い｣

み
た
い
な
気
持

が
あ
っ
て
と
て
も
寂
し
い
。
繰

り
返
す
季
節
の
移
ろ
い
を
敏
感

に
感
じ
な
が
ら
長
い
時
間
を
か

け
て
育
ま
れ
た
文
化
や
風
土
、

情
緒
あ
ふ
れ
る
人
間
性
は
豊
か

な
自
然
が
あ
っ
て
で
き
る
こ
と
。

　

｢

も
う
一
度
好
き
な
女
の
子

と
一
緒
に
蓮
華
の
首
飾
り
を
作

っ
て
み
た
い｣

な
ど
と
思
う
今

日
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

一
年
間
で
た
っ
た
の

一
回
仲
間
と
競
う
水
切
り

　

小
高
い
所
に
あ
る
我
が
家
か

ら
砂
利
道
を
少
し
行
く
と
北
下

り
の
坂
と
な
る
。
そ
の
坂
道
は

山
を
掘
り
下
げ
た
狭
い
道
だ
が

大
泉
方
面
に
通
ず
る
主
要
な
道

で
あ
っ
た
。

　

両
側
が
切
り
立
っ
た
崖
、
そ

こ
に
木
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
カ
ヤ

が
茂
っ
て
い
る
か
ら
道
幅
は
な

お
狭
く
日
中
で
も
薄
暗
く
て
気

味
が
悪
い
。

　

そ
こ
を
通
り
抜
け
る
と
急
に

眩
し
い
ほ
ど
の
明
る
い
視
界
が

広
が
り
、
左
右
を
見
渡
せ
ば
川

に
沿
っ
て
遥
か
彼
方
ま
で
見
通

せ
る
田
圃
に
出
る
。

　

こ
こ
は
と
て
も
開
放
的
な
気

持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
所
で
あ

り
、
移
り
ゆ
く
四
季
折
々
の
表

情
を
有
り
の
ま
ま
に
表
現
し
て

く
れ
る
場
所
で
も
あ
る
か
ら
、

通
学
路
の
中
で
は
最
も
お
気
に

入
り
の
場
所
で
あ
っ
た
。

　

春
は
蓮
華
の
絨
毯
、
梅
雨
時

は
代
掻
き
や
田
植
の
風
景
、
夏

は
云
う
ま
で
も
な
く
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
い
稲
が
揺
ら
い
で
風
を

見
せ
て
く
れ
る
。

　

そ
の
う
ち
稲
穂
が
出
始
め
や

が
て
黄
金
色
の
田
圃
に
赤
と
ん

ぼ
が
舞
う
。
刈
り
取
ら
れ
た
稲

の
束
は
穂
先
を
下
に
向
け
て
整

然
と
天
日
干
し
さ
れ
て
い
る
。

冬
は
水
を
含
ん
だ
真
っ
黒
の
土

の
田
圃
は
、
整
然
と
並
ん
だ
切

株
と
足
跡
に
溜
ま
っ
た
水
が
氷

っ
て
い
た
り
す
る
。

　

ど
れ
も
気
持
ち
を
癒
し
て
く

れ
る
田
の
表
情
で
あ
り
、
ど
れ

が
と
云
わ
れ
て
も
甲
乙
つ
け
が

た
い
が
、
敢
え
て
言
う
な
ら
ば

代
掻
き
後
か
ら
田
植
え
前
ま
で

の
一
瞬
の
期
間
を
あ
げ
た
い
。

　

そ
の
訳
は
、
田
植
え
の
前
に

水
を
張
る
の
だ
が
、
田
圃
は
水

鏡
に
変
身
し
て
底
な
し
沼
の
よ

う
に
な
っ
て
素
晴
ら
し
い
景
色

を
見
せ
て
く
れ
る
。
そ
の
田
圃

が
一
年
中
で
た
っ
た
の
一
回
、

数
日
間
だ
け
水
切
り
が
で
き
る

唯
一
の
機
会
を
与
え
て
く
れ
る

か
ら
だ
。

　

石
が
水
面
を
何
回
ジ
ャ
ン
プ

し
た
か
で
仲
間
と
競
う
の
だ
が

投
げ
込
ん
だ
石
が
水
面
を
舐
め

る
よ
う
に
弾
ん
で
飛
ん
だ
時
は

最
高
の
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

田
植
え
が
始
ま
る
と
今
年
は
も

う
で
き
な
い
。
来
年
の
こ
の
時

期
が
待
ち
遠
し
い
。

つ
い
で
の
願
掛
け

　

僕
が
幼
少
で
あ
っ
た
六
十
数

年
前
ま
で
は
、
家
の
中
の
神
様

や
仏
様
、
近
く
に
あ
る
稲
荷
様

や
先
祖
代
々
の
お
墓
、
道
端
に

あ
る
庚
申
様
や
お
地
蔵
様
・
馬

頭
観
音
、
そ
し
て
地
域
ご
と
の

寺
や
神
社
な
ど
が
日
常
生
活
の

中
に
ほ
ど
よ
く
融
和
し
て
い
た
。

　

祖
父
母
や
両
親
は
そ
れ
ぞ
れ

の
神
様
を
祀
っ
て
あ
る
標
に
対

し
て
、
信
仰
の
対
象
や
時
期
な

ど
は
違
う
が
、
そ
の
日
を
迎
え

る
と
必
ず
お
供
え
物
を
あ
げ
て

敬
い
、
感
謝
の
意
を
表
し
て
い

た
。
多
分
、
豊
作
と
家
族
の
健

康
を
祈
願
し
た
の
だ
ろ
う
が
、

そ
ん
な
場
面
を
よ
く
目
に
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
風
習
は
我
が
家

に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
て
、

農
耕
民
族
の
日
本
で
は
神
代
の

時
代
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た

の
だ
ろ
う
。

　

神
様
や
御
先
祖
様
、
そ
し
て

生
活
に
深
く
か
か
わ
る
物
品
を

粗
末
に
す
る
と
﹁
罰
が
当
た

る
﹂
と
大
人
か
ら
躾
け
ら
れ
た

も
の
だ
が
、
祖
父
母
や
父
母
の

日
頃
の
行
い
を
見
て
い
る
と
妙

に
説
得
力
が
あ
る
。

　

八
十
に
手
が
届
き
そ
う
な
こ

の
年
に
な
っ
て
も
、
石
仏
の
前

を
通
過
す
る
と
き
、
い
ち
い
ち

手
を
合
わ
せ
る
こ
と
ま
で
は
し

な
い
が
、
素
通
り
す
る
と
な
ぜ

か
落
ち
着
か
な
い
。

　

中
沢
川
の
道
場
橋
か
ら
土
手

に
向
か
う
場
所
に
、
今
で
も
あ

る
が
お
地
蔵
様
が
祀
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
前
を
通
ら
な
い
と
絶

好
の
釣
り
場
に
行
け
な
い
。

　

そ
の
時
の
想
い
出
を
﹁
つ
い

で
の
願
掛
け
﹂
と
称
し
て
描
い

た
の
が
こ
の
作
品
。
お
地
蔵
様

の
前
で
は
、
形
だ
け
で
も
手
を

合
わ
せ
、
つ
い
で
に
﹁
ど
う
か

沢
山
釣
れ
ま
す
よ
う
に
﹂
と
お

祈
り
し
た
も
の
だ
っ
た
。

瀧
島
さ
ん
は
子
供
の
頃
の
心

象
風
景
や
民
話
を
紙
芝
居
に

し
、
学
校
や
老
人
会
・
施
設

等
で
出
前
授
業
中
。
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過
日
コ
ン
ビ
ニ
に
立
ち
寄
っ

た
時
、
入
口
付
近
に
P
Ｃ
R
検

査
、
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
が
目
立

つ
よ
う
に
置
か
れ
、
ま
さ

に
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代

と
痛
感
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
感
染
拡

大
し
て
か
ら
２
年
が
過
ぎ
、

こ
の
間
も
私
は
健
康
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
た
。
こ
れ
は
24
年

前
に
入
会
し
た
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
陰
と

感
謝
し
て
い
る
。
健
康
は

趣
味
と
共
に
。

　

入
会
当
初
の
目
的
は
自

宅
近
く
に
あ
る
シ
ル
バ
ー

管
理
の
農
園
を
借
り
る
こ
と
だ

っ
た
。
農
作
業
は
、
健
康
的
で

自
然
と
向
き
合
え
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
の
時
期
に
は
も
っ
て
こ
い
の

場
所
と
な
る
。
季
節
の
移
り
変

わ
り
、
千
変
万
化
す
る
空
、
雲

と
大
地
、
虫
と
花
、
汗
と
そ
の

成
果
は
身
体
と
心
を
癒
し
て
く

れ
る
。
カ
メ
ラ
を
趣
味
と
す
る

私
に
と
っ
て
、
畑
は
ま
た
被
写

体
の
宝
庫
で
も
あ
る
。

自
然
の
風
と
仲
良
く

　

健
康
と
い
え
ば
、
人
混
み
を

避
け
、
新
鮮
な
空
気
を
吸
っ
て

走
る
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
疾
駆
は
今

も
健
在
。
ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
環

境
に
も
っ
て
こ
い
の
趣
味
だ
。

　

こ
の
趣
味
は
シ
ル
バ
ー
の
就

業
を
期
に
始
め
た
も
の
で
、
感

染
者
が
少
な
い
昨
年
11
月
は

１
３
０
㎞
も
走
行
し
た
。
お
勧

め
ル
ー
ト
は
西
東
京
市
の
伏
見

通
り
か
ら
新
武
蔵
通
り
の
自
転

車
道
に
入
り
、
深
大
寺
、
多
摩

川
、
野
川
、
小
平
経
由
で
黒
目

川
の
側
道
利
用
で
帰
る
約
40
㎞
。

　

新
座
付
近
で
の
走
行
は
、
荒

川
自
転
車
道
や
多
摩
湖
自
転
車

道
を
利
用
す
る
。
伏
見
通
り
は

一
般
道
で
も
整
備
さ
れ
た
素
晴

ら
し
い
自
転
車
道
で
、
マ
マ
チ

ャ
リ
で
も
乗
り
心
地
は
良
い
。

　

因
み
に
西
東
京
市
か
ら
深
大

寺
ま
で
は
片
道
一
時
間
あ
ま
り

の
距
離
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ト

ラ
イ
を
お
勧
め
し
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
の
就
業
で
も

　

私
の
最
初
の
就
業
は
新
座
市

﹁
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
﹂
で
中

小
企
業
や
商
店
に
就
業
し
た
若

者
の
た
め
の
教
養
施
設
で
あ
り
、

シ
ル
バ
ー
が
指
定
管
理
者
と
し

て
受
託
し
た
職
場
だ
っ
た
。
メ

ン
バ
ー
と
の
講
座
企
画
と
運
営

か
ら
得
た
経
験
と
知
識
は
、
私

の
趣
味
の
多
様
化
と
人
と
の
交

流
の
幅
を
広
げ
て
く
れ
た
。

　

ＰＣ
や
デ
ジ
タ
ル
処
理
の
知
識
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ユ
ー
チ
ュ
ブ

の
作
成
等
を
身
に
つ
け
た
。

　

最
近
、
世
間
で
は
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
リ
モ
ー
ト
を
利
用
し
、

サ
ー
ク
ル
や
学
生
時
代

の
仲
間
と
の
交
流
も

     

を
使
い
始
め
て

い
る
。
私
も
負
け
ず
に
、

高
校
の
同
級
生
と
古
希

を
期
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
作
っ
た
。
離
れ
ば
な

れ
に
な
っ
て
い
た
仲
間

達
を
改
め
て
結
び
つ
け
た
。
コ

ロ
ナ
環
境
の
今
は
、
各
地
域
の

情
報
や
メ
ン
バ
ー
の
医
師
の
投

稿
に
強
く
関
心
を
持
つ
。

　

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
間
は
ま

だ
続
く
。
高
齢
者
に
は
孤
独
は

禁
物
。
更
な
る
交
流
を
諮
ろ
う
。

　

も
う
２
年
近
く
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
の
影
響
で
海
外
は
お

ろ
か
、
国
内
旅
行
も
皆
さ
ん
耐

え
忍
ん
で
控
え
て
い
る
状
況
で

す
。
私
は
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
拡

が
る
前
ま
で
は
10
年
く
ら
い
前

か
ら
で
し
ょ
う
か
、
海
外
旅
行

に
年
１
回
、
１
か
国
を
夫
婦
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
中
東
、

ア
ジ
ア
と
12
カ
国
を
旅
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
現
在
は
旅
行
だ
け
で

な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
非

常
に
残
念
な
状
況
が
続
い
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
こ
れ
を
逆
に
良
い
機
会

だ
と
頭
を
切
替
え
て
、
以
前
よ

り
海
外
や
日
本
の
世
界
遺
産
に

エ
ッ
セ
イ

ゆ
う

　
ゆ
う

道
場
2
丁
目
舘
内　

實

ウ
イ
ズ

コ
ロ
ナ
と
私

野
火
止
7
丁
目
戎
田
直
行

旅
行
好
き
が

高
じ
て
…

ｚoom
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つ
い
て
興
味
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
じ
っ
く
り
学
ん
で
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

一
念
発
起
で

世
界
遺
産
検
定
に
挑
戦

　

い
ろ
い
ろ
調
べ
て
み
る
と
世

界
遺
産
検
定
と
い
う
資
格
が
あ

り
、
合
格
す
れ
ば
、
き
っ
と
確

信
を
も
っ
て
世
界
遺
産
が
ど
う

い
う
も
の
な
の
か
を
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。
老
化
防
止
に
も

な
る
と
思
い
世
界
遺
産
検
定
１

級
を
目
指
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

世
界
遺
産
を
所
管
し
て
い
る

国
連
の
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
の
前
文

が
出
て
い
ま
し
た
。

　
﹁
戦
争
は
人
の
心
の
中
に
生

ま
れ
る
も
の
だ
か
ら
、
人
の
心

の
中
に
こ
そ
、
平
和
の
と
り
で

を
築
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
互
の
風
習
と
生
活
を
知
ら
な

い
こ
と
は
、
人
類
の
歴
史
を
通

じ
て
世
界
中
の
人
々
の
間
に
疑

惑
と
不
信
を
引
き
起
こ
し
た
共

通
の
原
因
で
あ
り
、
こ
の
疑
惑

と
不
信
の
た
め
に
、
世
界
中
の

人
々
の
差
異
が
あ
ま
り
に
多
く

の
戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
﹂

　

学
習
し
て
い
る
時
に
た
ま
た

ま
、
跡
見
女
子
大
学
の
公
開
講

座
﹁
世
界
遺
産
︵
産
業
遺
産
︶﹂

が
あ
り
ま
し
た
の
で
受
講
し
ま

し
た
。

　

そ
の
上
で
検
定
1
級
試
験
を

受
け
ま
し
た
が
、
あ
と
数
点
足

ら
ず
不
合
格
、２
回
目
で
や
っ
と

合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
今
ま
で
学
習
し

て
き
た
知
識
を
活
用
し
、
世
界

遺
産
を
別
の
角
度
か
ら
見
物
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
ん
と
な
く
外

出
が
し
に
く
い
と
、
老
人
は
ひ

が
ん
で
い
た
。
不
要
不
急
と
い

う
事
に
無
縁
に
過
ご
す
の
が
年

寄
り
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
も

優
先
し
て
実
施
し
て
も
ら
い
、

大
切
に
扱
わ
れ
、
不
平
不
満
で

は
な
く
、
愚
痴
る
事
で
我
慢
。

我
ら
老
人
一
統
は
ジ
ッ
と
、
そ

し
て
周
囲
に
気
を
遣
う
風
体
で

時
を
送
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
と
き
﹁
某
憩
い
の
森

閉
鎖
の
お
知
ら
せ｣

と
書
か
れ

た
チ
ラ
シ
を
目
に
し
た
。｢

森

と
せ
せ
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
新
座｣

を
標
榜
し
な
が
ら
、
年
々
減
少

す
る
雑
木
林
に
寂
し
さ
を
感
じ

て
い
る
。

　

こ
の｢

憩
い
の
森｣
は
志
木

駅
近
く
に
あ
り
、
隣
は
市
立
保

育
園
。
駅
へ
の
近
道
で
、
近
所

に｢

蝉｣

を
配
給
し
た
り
、
時

に
は
野
鳥
が
騒
が
し
い
と
苦
情

の
対
象
と
な
る
。小
学
生
の﹁
森

の
音
楽
会
﹂
な
ど
存
在
価
値
は

高
評
価
だ
。

　

｢

憩
い
の
森｣

は
雑
木
林
の

保
存
の
た
め
、
個
人
の
土
地
に

税
制
優
遇
処
置
を
施
し
、
提
供

さ
れ
た
森
を
市
が
管
理
す
る
と

い
う
公
園
だ
と
聞
い
て
い
る
。

市
が
管
理
す
る
こ
と
で
、
雑
木

林
と
し
て
の
良
さ
が
残
さ
れ
、

他
市
か
ら
の
訪
問
客
に
自
慢
気

に
話
が
で
き
る﹁
森
﹂で
あ
っ
た
。

個
人
の
土
地
で
仕
方
の
な
い
事

だ
が
、
実
に
残
念
で
寂
し
い
と

感
じ
る
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

　

｢

７
月
末
閉
鎖
。
以
後
立
ち

入
り
禁
止
﹂
と
い
う
の
で
、
末

日
に
記
念
写
真
を
撮
り
に
行
っ

た
。
奥
の
15
％
程
は
対
象
外
ら

し
い
が
、
森
と
し
て
の
形
態
維

持
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
整
理
作

業
の
造
園
業
者
の
車
が
入
っ
て

い
て
、
な
ん
と
な
く
雑
然
と
し

た
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
た
。

近
所
の
親
子
連
れ
４
人
が
、
楽

し
そ
う
に
散
策
し
、
木
の
実
を

拾
っ
て
い
た
。

　

翌
日
通
る
と
、
入
り
口
に
は

ロ
ー
プ
が
張
ら
れ
、
は
っ
き
り

立
入
り
が
拒
否
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
マ
ン
シ
ョ
ン
で
も
建
て
ら

れ
る
の
だ
ろ
う
が
、﹁
森
﹂
が
又
、

一
つ
減
っ
て
無
く
な
る
。

北
野
3
丁
目
吉
田
紀
生

ま
た
森
が
消
え
る
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　会員の皆さんのこれまでの人生で、心に残った経
験や作品や１シーンなどをご紹介ください。ジャン
ルは問いません。約380字と写真やイラストです。

THE BEATLESに魅せられて
　初めて買ったレコード。それがビートルズの ｢OH ！
DARLING｣ でした。以来ビートルズにはまり続け現在
に至っています。自分で演奏したいとピアノまで買って
しまいました。20歳の頃です。親に随分おこられました。
たまたま見学に行ったフォークソングサークルの集いで
ピアノを弾くとサークルのリーダーにバンドに誘わ れ
5 名で始めましたが、演奏曲で折り合
わず1年で解散でした。
　その後はピアノとご無沙汰でした
が、就業している東北コミセンで楽譜
をお忘れの方がいて、楽譜を読んでい
るうちにビートルズをまたやろうと
なり、年寄りの暇つぶしではありませ
んが毎日楽しんでいます。
　最近妻もピアノを練習していますが、弾き方を私に聞
かないところがミソです。機会があれば今度は中途半端
でなくギンギンのロックバンドをやりたいですね。写真
（撮影・大橋隆行）は東北コミセンでの一コマです。

バンクシーって誰？
　バンクシーはストリート・アーティトとして世界中を
舞台に活躍し注目されているが、いまだに正体不明のま
まだ。公共の通り・個人の家の壁等に作品展示をするの
で落書きと間違えられ、消されることもあり、公共物
破壊だと違法扱いもされ
る。モチーフはネズミ・
サル・子供や兵士などで、
テーマも反戦、難民、パ
レスチナなど社会的、政
治的問題を取り上げてい
る。ゲリラ的に短時間でグラフティ（落書き）アートを
描けるようステンシル（型紙）を使う。絵に添えられる
エピグラムは風刺的なブラックユーモア。昨年秋にバン
クシー展が天王洲アイルで開催され見に行った。展示方
法も独特で、まるで映画セットそのもの。現地で実物を
見ている感覚になる。音声ガイド（有料）を利用すると、
さらに臨場感が増す。バンクシーは決して1人ではない、
それが私の結論だ。今後もかれら…から目が離せない。

「イカゲーム」（Squid Game）
　コロナ禍で在宅時間が多いためか、男性でも韓国ドラ
マにはまったという人が増えたようだ。中でも、2021年
9 月からNetflix（ネット経由の有料動画配信サービス）
で放映中の韓国ドラマ「イカゲーム」は、世界中で視聴率
1位を何週間も続けた。ストーリーはわかりやすく、し

かも残酷だ。巨額賞金を目当てに456
人の多重債務者たちが幾つかのデス
ゲームで闘うが、勝者一人以外は全
員死ぬ。ゲームは韓国の子供達がや
る遊びがモチーフだが、メンコ、達
磨さんがころんだ、型抜き、綱引き、
ビー玉などが出てくる。私達に馴染
みのある日本文化が深く隣国に根付

いていることに驚かされる。ただし、遊び方が多少違っ
ていて面白い。型抜きはカルメラ焼きを平たくして、○
△☆などの焼印で付けた型を針で突いて抜く。実際にソ
ウルの屋台で細々と売っているのを見たことがあるが、
ドラマのヒット後はかなり売れているだろうと思う。

人間存在の苦悩と不条理
　｢ドライブ・マイ・カー｣ はアカデミー賞の候補とな
るほどの作品というので早速観に行った。原作（村上春
樹）は原稿用紙83枚程度の短編小説だが、映画は 3 時間

に及ぶ。どんな作り方をした
のか、興味もあった。ストー
リーは原作の ｢ドライブ｣ を
なぞっているが、挿入される
エピソードや登場人物は他の

短編作品からつまみ食いのように挿入され効果的に鏤め
られている。映画は監督のものというが、まさに瀧口竜
介監督の手腕が随所に発揮され、違和感がない。舞台監
督であり俳優の家福（西島秀俊）は妻（霧島れいか）の
浮気現場を見て苦悩が始まる。自身も緑内症の疑いがあ
り、車の運転ができなくなる。運転手として雇われた渡
利（三浦透子）にも亡き母との間で苦しんだ過去がある。
二人は長いドライブの中で互いの苦しみを抱き合う。劇
中劇にS・ベケットやチェーホフを使い、人間存在の苦
悩と不条理を描いている。   （アカデミー賞国際長編映画賞受賞）

GRAFFITI ARTDrama

（野火止 8　山岸　光一） （野火止７　大島　直次）

（野火止 7　O.M.） （大和田５　石井 修）

Piano Movie
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コ
ロ
ナ
禍
「
新
春
の
つ
ど
い
」
開
催

親
睦
会
会
長　

後
藤　

勝
義

▼
親
睦
会
だ
よ
り
▲

　

ご
存
知
、
秋
田
名
物
ナ
マハ
ゲ
。

｢

ぶ
っ
殺
す
ぞ｣

と
連
呼
す
る
大

人
達
、泣
き
叫
ぶ
子
供
達
、何
事

か
と
店
や
家
の
周
り
を
囲
む
野

次
馬
、
そ
の
中
を
逃
げ
回
る
子

供
達
の
真
剣
な
顔
が
見
せ
場
だ
。

　

催
事
の
夜
は
興
奮
状
態
で
、

床
に
就
く
ま
で
プ
ロ
レ
ス
ご
っ

こ
。
泥
酔
の
父
は
羽
交
い
絞
め

さ
れ
て
も
ナ
マ
ハ
ゲ
の
ま
ま
だ
。

し
か
し
そ
の
夜
は
店
に
あ
っ
た

包
丁
を
し
ま
い
忘
れ
た
為
ナ
マ

ハ
ゲ
が
暴
れ
出
し
、
母
が
怪
我

を
し
た
。
傷
が
痛
々
し
か
っ
た
。

　

翌
朝
、
前
日
の
出
来
事
が
嘘

の
様
に
静
ま
り
返
っ
た
店
先
で

店
番
を
し
た
。
板
壁
の
節
穴
か

ら
陽
が
差
し
込
ん
で
い
た
。
覗

く
と
街
並
み
が
見
え
た
。
狭
い

道
の
向
こ
う
に
下
駄
屋
、
八
百

屋
、
米
屋
、
ま
た
そ
の
向
こ
う

に
は
大
き
な
時
計
台
跡
。

　

そ
う
だ
、
地
元
の
魁
新
報
に

も
載
っ
た
名
犬
﹁
チ
ャ
﹂
が
曳

く
橇
に
泥
酔
し
た
父
を
乗
せ
て

帰
宅
し
た
ナ
マ
ハ
ゲ
の
夜
も
あ
っ

た
。
そ
の
﹁
チ
ャ
﹂
も
ダ
ン
プ
に

轢
か
れ
天
国
へ
。
今
は
町
中
の
店

や
家
は
更
地
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
と
寂
し
。     ︵
高
瀬　

好
英
︶

　

親
睦
会
の
サ
ー
ク
ル
は
現
在

次
の
７
団
体
で
す
。

１
ゆ
う
ゆ
う
ゴ
ル
フ
会

２
ゆ
う
ゆ
う
ハ
イ
キ
ン
グ

３
朋
友
会

４
銀
声
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ

５
健
遊
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ

６
硬
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

７
健
康
麻
雀
「
よ
つ
ば
会
」

随
時
会
員
募
集
中

◆
会
員
の
皆
さ
ん
、
楽
し
い
サ

ー
ク
ル
を
立
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
。

〈
サ
ー
ク
ル
設
立
要
項
〉

1
正
会
員　

5
名
以
上

2
サ
ー
ク
ル
の
会
則

3
会
員
名
簿

4
活
動
計
画
書
及
び
予
算
書

　

新
サ
ー
ク
ル
立
ち
上
げ
を
検

討
し
て
い
る
方
は
セ
ン
タ
ー
に

ご
連
絡
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
７
月
に
川
越
七
福

神
巡
り
を
し
た
後
、
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
会
の
活
動
は
全
く
で

き
な
い
状
態
で
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。
２
月
28
日
の
役
員
会

に
て
令
和
４
年
度
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
相
談
を
し
ま
し
た
。

　

現
状
は
予
断
が
許
さ
れ
な
い

状
態
で
す
。
新
た
な
対
応
が
必

要
な
事
態
が
発
生
す
る
か
、今
後

の
推
移
に
注
視
し
な
が
ら
４
月

以
降
の
行
事
を
計
画
し
ま
し
た
。

＊
4
月　

日
本
橋
七
福
神
巡
り

＊
5
月　

朋
友
会
総
会

＊
7
月　

納
涼
会

＊
10
月　

検
討
中

＊
令
和
5
年
1
月
7
日

　
　
　
　
　
　

七
福
神
巡
り

　

本
年
１
月
７
日
の
日
本
橋
七

福
神
巡
り
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

し
ま
し
た
。こ
の
状
況
下
で
も
私

達
シ
ル
バ
ー
世
代
が
奮
起
せ
ね

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。歴
史
好

き
、神
社
・
仏
閣
好
き
、風
光
明

媚
な
景
色
好
き
等
、古
き
若
人

た
ち
の
皆
様
を
メ
ン
バ
ー
と
し

て
大
歓
迎
し
ま
す
。大
い
に
入
会

し
て
く
だ
さ
い
。現
在
会
員
は
37

名
で
す
。︵
連
絡
先
綿
引
孝
之

０
４
８︲
４
７
８︲

７
８
７
４
︶

こ
ら
む

一
寸
一
息

サ
ー
ク
ル
紹
介「
朋
友
会
」

▶広報・ゆうゆう通信の投稿用メールアドレス nsc-kouhou＠sjc.ne.jp

　

日
頃
よ
り
親
睦
会
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

本
年
の
﹁
新
春
の
つ
ど
い
﹂

は
令
和
４
年
１
月
16
日
︵
日
︶

場
所
は
新
座
市
民
会
館
中
ホ
ー

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
１
５
８
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
親
睦
会
は

セ
ン
タ
ー
主
催
の
第
一
部
の
講

演
会
及
び
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
：

新
座
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
の
演

奏
終
了
後
、
第
二
部
と
し
て
新

春
大
福
引
大
会
を
実
施
。
本
年

度
は
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で

交
流
会
は
中
止
し
ま
し
た
。

　

親
睦
会
と
し
て
は
何
と
か
新

春
の
つ
ど
い
に
相
応
し
く
、
参

加
者
に
ア
ピ
ー
ル
出
来
な
い
か

と
い
ろ
い
ろ
検
討
し
ま
し
た
。 

①
福
引
大
会
は
い
つ
も
よ
り
多

い
金
額
、
賞
品
を
用
意
し
、

特
賞
・
一
等
賞
・
二
等
賞
・

三
等
賞
・
四
等
賞
・
五
等
賞
・

残
念
賞
と
参
加
者
全
員
を
当

選
す
る
よ
う
に
す
る
。

②
抽
選
券
の
番
号
を
大
き
く
、

見
や
す
く
す
る
。

③
会
場
が
広
い
こ
と
も
あ
り
、

親
睦
会
と
し
て
は
初
め
て
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
用
。
当

選
番
号
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
、
呼
び
出
し
を
わ
か
り
や

す
く
す
る
。

　

参
加
者
か
ら
は
大
変
良
か
っ

た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。会
場

は
賞
品
が
当
た
る
た
び
大
喝
采
。

　

お
土
産
は
今
回
お
祝
い
に
相

応
し
い
埼
玉
銘
菓
﹁
く
ら
づ
く

り
﹂
を
中
心
に
選
び
大
変
喜
ば

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
喜
々
こ
も
ご
も
、

今
年
も
頑
張
る
ぞ
と
胸
に
思
い

を
込
め
て
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

「新春のつどい」受付風景

特賞当選者
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
ht
tp
s:
//
w
eb
c.
sj
c.
ne
.jp
/n
iiz
a/

E
メ
ー
ル
　
ni
iza
@
sj
c.
ne
.jp

〈
発
行
〉
公
益
社
団
法
人
新
座
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

〒
35
2-
00
23
埼
玉
県
新
座
市
堀
ノ
内
3-
4-
11

TE
L0
48
- 4
81
- 4
30
5

〈
企
画
編
集
〉
ＳＣ
広
報
委
員
会

【
表
紙
の
呟
き
】

　

今
年
の
表
紙
は
、
市
内
の
古

木
・
大
樹
を
追
い
か
け
る
。
本

文
中
に
﹁
森
が
消
え
る
﹂
が
掲

載
さ
れ
た
が
、
市
内
の
古
木
・

大
木
も
め
っ
き
り
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
特
に
桜
の
減
少
は
著

し
い
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
寿
命

を
言
わ
れ
る
が
、
ま
だ
ま
だ
元

気
な
一
本
桜
が
農
家
の
庭
先
か

ら
消
え
て
い
く
の
は
何
と
も
寂

し
い
限
り
だ
。
年
寄
り
は
大
事

に
扱
お
う
。             ︵
吉
田
︶

第
9
回
（
１
月
31
日
開
催
）

①
公
益
社
団
法
人
新
座
市
SC
配

分
金
規
程
の
一
部
を
改
正
す

る
規
程
が
承
認
さ
れ
た
。

令
和
３
年
10
月
１
日
埼
玉
県

最
低
賃
金
額
の
改
正
に
伴
い
、

改
定
率
を
参
考
に
セ
ン
タ
ー

配
分
金
見
積
基
準
額
の
見
直

し
を
行
う
為
。

②
埼
玉
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
主
催
会
員
拡
大
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴
う
年
会
費

免
除
が
承
認
さ
れ
た
。

適
用
期
間
令
和
４
年
１
月
４

日
～
３
月
末
日
ま
で
に
入
会

を
申
し
込
み
、
入
会
を
認
め

ら
れ
た
者
。
た
だ
し
、
新
規

に
入
会
さ
れ
る
者
と
す
る
。

◇
目
的

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
会
員
数
が

減
少
し
て
い
る
現
状
に
鑑
み
、

会
員
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行

う
こ
と
で
新
規
入
会
者
の
拡
大

を
図
る
。

③
正
会
員
︵
１
月
分
︶
男
性
６

名
、
女
性
５
名
、
合
計
11
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
、

【
１
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

１
９
６
９
名
】

◆
定
時
総
会
の
お
し
ら
せ

　

第
43
回
新
座
市
SC
定
時
総
会

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

日
時
：
令
和
４
年
６
月
26
日

︵
日
︶
午
後
１
時
開
会

会
場
：
市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

ま
た
は
、
SC
会
議
室

詳
細
は
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

　

以
前
、
編
集
後
記
で
﹁
守
・

破
・
離
﹂
と
い
う
こ
と
を
書
い

た
。
先
輩
か
ら
教
わ
っ
た
基
本

の
型
を
徹
底
的
に
守
り
、
極
め

た
後
に
工
夫
し
て
自
分
の
型
を

作
り
既
存
の
型
を
破
る
。
最
後

に
独
自
の
型
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
に

進
化
し
、
型
を
離
れ
る
と
。

　

広
報
委
員
に
な
っ
て
７
年
、

皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
え
る
べ

く
工
夫
は
し
て
い
る
が
、
い
ま

だ
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ
ン
ジ
止
ま
り
。

　
﹁
変
ぜ
よ
﹂
と
自
ら
に
言
い

聞
か
せ
て
は
い
る
の
だ
が
。
新

し
い
風
を
取
り
入
れ
る
も
一
考
。

取
材
を
通
し
SC
を
も
っ
と
知
り

た
い
、
イ
ラ
ス
ト
が
得
意
だ
、

編
集
に
興
味
が
あ
る
方
な
ど
大

募
集
し
ま
す
。
多
様
性
は
大
事

で
す
。
ど
な
た
か
手
を
挙
げ
て
。

︵
石
井
︶

第
10
回
（
２
月
28
日
開
催
）

①
令
和
４
年
度
役
員
賠
償
保
険

の
加
入
に
つ
い
て
、
本
保
険

の
契
約
内
容
の
適
正
性
を
審

議
し
、
承
認
さ
れ
た
。

②
正
会
員
︵
２
月
分
︶
男
性
22

名
、
女
性
14
名
、
合
計
36
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
、

【
２
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

１
９
８
５
名
】

第
11
回
（
３
月
30
日
開
催
）

①
新
座
市
SC
補
正
予
算
３
号
が

承
認
さ
れ
た
。

②
令
和
４
年
度
事
業
計
画︵
案
︶

が
検
討
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

③
令
和
４
年
度
収
支
予
算︵
案
︶

が
検
討
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。

④
令
和
３
年
度
下
期
職
務
執
行

状
況
が
報
告
さ
れ
た
。

⑤
正
会
員
︵
３
月
分
︶
男
性
15

名
、
女
性
８
名
、
合
計
23
名

の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。

【
３
月
末
現
在
、
正
会
員
数
は

１
９
１
９
名
】

◆
成
年
後
見
委
員
会

　

新
た
に
相
談
室
を
開
設

　

新
座
市
ＳＣ
が
成
年
後
見
事
業

に
取
り
組
み
始
め
て
以
来
、
念

願
の
相
談
室
を
事
務
所
内
に
開

設
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
相
談
の
予
約
が
入

る
度
、
ゆ
っ
く
り
お
話
を
お
聴

き
す
る
場
所
が
な
く
大
変
苦
慮

し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
こ

の
度
仕
切
り
の
つ
い
た
場
所
で

ご
相
談
を
受
け
る
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
相
談

は
来
所
さ
れ
る
か
電
話
に
て
予

約
受
付
を
し
て
お
り
ま
す
。
後

見
制
度
の
利
用
だ
け
で
は
な
く
、

こ
れ
か
ら
の
事
や
お
悩
み
を
話

し
て
楽
に
な
り
ま
せ
ん
か
。

◆
つ
い
に
会
員
番
号

　

１
０
０
０
０
番
台
突
破
‼

　

新
入
会
員
紹
介
制
度
、
移
動

説
明
会
や
新
入
会
員
拡
大
キ
ャ

訃
　
　
報

・
大
沢
喜
代
子
様
（
82
歳
）

東
３
丁
目

・
碓
田　

純
子
様
（
76
歳
）

畑
中
３
丁
目

・
五
十
嵐
靖
一
様
（
86
歳
）

石
神
４
丁
目

　

最
近
ご
逝
去
さ
れ
た
方
で

す
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

記

後

集

編

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

理
事
会
報
告

ン
ペ
ー
ン
を
通
じ
、
会
員
皆
様

の
お
力
添
え
も
あ
り
、
つ
い
に

会
員
番
号
が
１
０
０
０
０
番
台

に
達
し
ま
し
た
。
一
番
新
し
い

方
は
１
０
０
０
１
番
で
す
。
今

後
と
も
新
入
会
員
拡
大
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。


